
　

西山火口近くの町道の草刈り実施
荒井建設㈱に感謝状贈呈

　
　
帽
子
岩
散
策
」（
洞
爺
財
田
自

　
　

然
体
験
ハ
ウ
ス
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
両
日
合
わ
せ
て
約
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
烏
帽
子
岩
は
約
１
千
万
年
前
の
火

山
活
動
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
不
思
議

な
形
の
岩
で
、
平
安
時
代
の
貴
族
の

帽
子
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
づ
け

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
24
日
は
、
肌
寒
い
気
温
の
中
、
参

加
者
は
、
烏
帽
子
岩
公
園
か
ら
の
登

山
道
を
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
植
物
や
野

鳥
な
ど
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
進

み
、気
持
ち
よ
く
登
っ
て
い
ま
し
た
。

のわだい
まち
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秋のはじまりを体感�
烏帽子岩散策

　
　

は
町
道
周
辺
の
草
刈
り
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
荒
井
建
設

株
式
会
社
（
荒
井
保
明
取
締
役
社

長
、
旭
川
市
）
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
長
谷
川
文
典
常
務
取
締

役
札
幌
支
店
長
と
佐
々
木
秀
明
取
締

役
営
業
部
長
が
町
長
室
へ
訪
れ
、
真

屋
町
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
長
谷
川
支
店
長
は
「
洞
爺
湖
町
に

は
昔
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
貢
献
で
き
て
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

食品の衛生管理を学ぶ�
西いぶりHACCP導入支援セミナー

烏帽子岩にいる動物の解説を聞く参加者烏帽子岩にいる動物の解説を聞く参加者

HACCP についての説明を聞く関係者HACCP についての説明を聞く関係者

町

さまざまなキャラクターに大変身
2020 ☆ハロウィンパーティー

　
　
い
ぶ
り
H
A
C
C
P
導
入
支

　
　

援
セ
ミ
ナ
ー
」（
胆
振
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
、
役
場

防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
西

胆
振
の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
H
A
C
C
P
（
ハ
サ
ッ
プ
）
と

は
、
平
成
30
年
に
食
品
衛
生
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
で
義
務
化
さ
れ
た
衛

生
管
理
の
手
法
で
す
。

　
当
日
は
、
胆
振
総
合
振
興
局
保
健

環
境
部
保
健
行
政
室
職
員
を
講
師
と

し
て
招
き
、
衛
生
管
理
の
方
法
や
危

害
分
析
衛
生
管
理
計
画
の
作
成
な
ど

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
　
と
子
の
館
の
日　

2
0
2
0

　
　

☆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

（
絵
本
の
玉
手
箱
主
催
）
が
母
と
子

の
館
で
午
前
・
午
後
の
２
部
に
分
け

て
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
18
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
や
マ
ス
ク
着
用

な
ど
を
実
施
。

　
当
日
は
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
の
後
、
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
や
釣
り
、
射
的
な
ど
の
ゲ
ー

ム
、
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

15
10・24

10
25

10

30
10

西

「31
10

母

「

釣りのゲームを楽しむ子どもたち釣りのゲームを楽しむ子どもたち

感謝状を受け取った長谷川文典常務取締役札幌支店長（右）感謝状を受け取った長谷川文典常務取締役札幌支店長（右）

鳥

「
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
爺
湖
温
泉
の
冬
の
風
物
詩
で
あ

　
　
る
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
ン

ネ
ル
」
の
点
灯
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
ン
ネ
ル

は
、
約
40
万
個
の
電
球
が
鮮
や
か

に
輝
く
、
全
長
70
㍍
、
道
幅
５
㍍

の
S
字
型
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
途

中
に
は
、「
T
O
Y
A
」
の
ロ
ゴ
の

オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
り
、
イ
ン
ス
タ
映
え

す
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
点
灯
初
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天

で
し
た
が
、
多
く
の
人
が
幻
想
的
な

光
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

幻想的な光で温泉街を照らす�
イルミネーショントンネル点灯

　
　
11
回
洞
爺
湖
町
長
杯
（
洞
爺
湖

　
　
町
長
杯
実
行
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
U

－

10
・
11
（
サ
ッ

カ
ー
）、
U

－

12
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
合
計
27
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
た

中
、
ポ
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
や
温
泉

小
学
校
体
育
館
、
財
田
ス
ポ
ー
ツ
交

流
館
、
あ
ぶ
た
体
育
館
に
分
け
て
行

わ
れ
、
1
日
目
は
予
選
リ
ー
グ
、
２

日
目
に
順
位
リ
ー
グ
を
実
施
。
両
日

と
も
に
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

サッカー・フットサルで熱戦を繰り広げる�
第 11回洞爺湖町長杯

　
　
浦
散
策
」（
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
・
火
山
科
学
館
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
11
人
が
参
加

し
、
秋
の
月
浦
森
林
公
園
を
散
策
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
11
月
中
旬
に
し
て
は
温

暖
な
気
候
で
、
ヒ
ッ
コ
リ
ー
や
ホ
オ

な
ど
の
木
の
実
や
野
鳥
が
餌
を
探
す

様
子
、
エ
ゾ
リ
ス
が
木
を
登
っ
て
い

る
様
子
な
ど
を
観
察
。

　
参
加
者
は
「
秋
の
暖
か
い
日
に
歩

く
の
は
い
い
ね
」「
野
鳥
を
観
察
で

き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
話
し
、
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

秋の木の実や花を観察
秋の月浦森林公園散策

　
　
洞
爺
村
と
親
交
の
深
い
写
真
家

　
　
の
並
河
万
里
氏
の
妻
の
慶
子
さ

ん
（
横
浜
市
）
か
ら
郷
土
資
料
の
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。
寄
贈
を
受
け
た

の
は
糸
つ
む
ぎ
機
３
台
と
貝
殻
標
本

60
点
で
す
。

　
糸
つ
む
ぎ
機
は
、
綿
か
ら
引
き
出

し
た
繊
維
の
筋
に
撚
り
を
か
け
て
糸

に
す
る
作
業
に
使
わ
れ
た
道
具
で
、

洞
爺
郷
土
資
料
室
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
貝
殻
標
本
は
万
里
氏
が
世
界
各

地
で
撮
影
を
行
っ
た
と
き
に
採
集
さ

れ
た
も
の
で
「
ス
イ
ジ
ガ
イ
」
な
ど

の
珍
し
い
貝
も
あ
り
ま
し
た
。

歴史資料を郷土資料館へ
糸つむぎ機・貝殻標本寄贈

熱戦を繰り広げる第 11 回洞爺湖町長杯熱戦を繰り広げる第 11 回洞爺湖町長杯洞爺湖温泉街を照らすイルミネーショントンネル洞爺湖温泉街を照らすイルミネーショントンネル

野鳥を観察する参加者野鳥を観察する参加者

第

旧

洞

５
11

15
11

寄贈された糸つむぎ機寄贈された糸つむぎ機寄贈された貝殻標本寄贈された貝殻標本

～ ７
３

１
11 ・31

10
１

11

月

「


